
柏崎･刈羽地域 飼料用米「新潟次郎」栽培ごよみ 

品種の特徴 

○穂数が少なく穂長が長い稲姿で、早期越路早生並の極早生    

 [田植５月３日頃→出穂７月18日頃→収穫８月27日頃] 

○耐倒伏性は極強[稈長82cm] 

○いもち病、紋枯病にはやや弱 
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ほ場選定 

○雀害防止のため、ほ場は団地化  

 し、屋敷周りでの作付けはしな 

 い。 

○収量確保と施肥コスト低減のた 

 め、低地力ほ場での作付は避け 

 る。 

○いもち病、紋枯病の常発ほ場で 

 の作付は避ける。 

○大豆跡や休耕跡では、基肥は施 

 肥せず、追肥で対応する。 

田植え 

○収量確保のため、５月10日頃 

 までに移植する。 

○穂数を確保しにくいため、栽 

 植密度は60株/坪とする。 

 （密植しすぎると紋枯病が出 

 やすい） 

○田植え時に箱施用剤を使用 

 し、いもち病、紋枯病を防除 

 する。 

中干し 

○初期の茎数増 

 加が緩やかな 

 ため、中干し 

 は田植え後 

 35日をめやす 

 に開始する。 

○茎数のめやす     

  20本/株 

(50株セットの
場合24本/株) 

収穫 

○収穫適期は黄化籾割合が 

 85～90％になった頃以降 

 とし、籾水分が低下して 

 から刈り取る。 

○収穫期に雨が多い場合  

 は、穂発芽に注意する。 

○収穫後は、地力低下を防 

 ぐため、もみ殻や鶏ふん 

 などの低コスト資材で土 

 づくりを行う。  

施肥 

 化成肥料を使用し、基肥は窒素成分７kg/10a、穂肥は窒素成分
３kg/10aを２回施用する。大豆跡は基肥を無肥料とする。  

 施肥例①：基肥－穂肥体系 

 
 施肥例②：基肥一発肥料 
  スーパー元肥パワフル30 ４０kg/10a 

病害・雑草防除 

○いもち病、紋枯病は箱施用剤で防除する。 
  防除例：エバーゴルフォルテ箱粒剤 １箱当たり50ｇ 
            (平成28年１月18日現在の登録にもとづき記載) 

○病害の発生が見られたら、直ちに追加防除を行う。 

○初期の雑草が発生すると、多肥のため繁茂しやすいので、 

 除草を徹底する。 
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穂肥施用 

○穂肥は、倒伏しにく 

 いので籾数確保のた 

 め、遅れずに基準量 

 を確実に施用する。 

１回目 ６月２３日頃 

  （出穂２５日前） 

２回目 ７月 ４日頃 

 （出穂１４日前） 

栽培管理 

○中干しは出穂１か月前 

 までに終了し、その後 

 は飽水管理を行い、早 

 期落水はしない。 

○病害防除(いもち病、 

 紋枯病) 

 ほ場を確認し、発病が 

 見られたら、直ちに追 

 加防除を行う。 

基肥 高窒素エコマル18-8-8 ４０kg/10a 

穂肥      硫安 １４kg/10a×２回  
   塩安 １２kg/10a×２回    
   尿素  ６kg/10a×２回 

選
択 

穂肥１回目 ６月２３日頃 
      （出穂２５日前） 

  ２回目 ７月 ４日頃 
       （出穂１４日前） 

実肥 穂肥２回施用後の葉色が葉    

   色板５以下の場合は、出穂期 
   頃に施用する。 
    施用量は窒素成分１～1.5 
   kg/10a程度  

必見 

生育の    

 めやす 
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平成28年２月 柏崎地域農業振興協議会 [お問い合わせ先：ＪＡ柏崎営農指導課 21-2095、柏崎農業普及指導センター 21-6263] 

多収事例では、基肥が

しっかり入っています 

生育ステージ 草丈(㎝) 茎数(本/㎡) 葉色(SPAD) 葉色(葉色板) 

６月23日頃(１回目穂肥時) ５２～５８ 550～580 ４１～４３ ５.５ 

７月４日頃(２回目穂肥時) ７０～７５ 440～490 ４０～４２ ５～５.５ 

穂肥前に葉色が葉色板で５以下になったら、窒素成分1.5kg/10a程度の追肥を行う。 

 田植適期 中干し開始 収穫 

開始 

穂肥１回目 穂肥２回目 


